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幼稚園の園舎環境と子どもが関わる相手
―園舎建替と時期による影響の検討―

大島みずき（群馬大学）
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問題と目的

幼児期に誰と関わるかは，彼らが生活する環境

に大きく影響を受ける。幼稚園に通う幼児にとっ

て最も大きい環境である園舎は，幼児が関わる相

手に影響するのだろうか。本研究では，園舎建替

が行われる園において，幼児が関わる相手を調べ

ることで，保育内容の違いを加味せずに，園舎形

態の違いについて検証を行う。また，夏と秋の二

期に渡り調査を行うことで，時期の影響も合わせ

て検討していく。

方 法

調査対象園 年に園舎の建替が行われた幼

稚園（園舎イメージ図 。旧園舎は全て

の保育室が園庭に面しており，年中と年長保育室

は普段は使用できない遊戯室を挟み離れた位置に

配置されている。新園舎は壁のないプレイルーム

を中心に年中・年長の保育室が配置されている。

年中の保育室は園庭に面していない。

調査対象者 園舎建替前後の年中児 夏秋ともに

名。夏と秋については基本的には同一の人物を

対象とした（園の都合により建替後は夏と秋で保

育者と相談の上 名の対象児を変更した 。

調査内容 幼児の登園直後から約 分（ 分）

間の活動（主に自由に遊ぶ場面）をビデオカメラ

で記録した。記録場面について 秒ごとに，同じ

クラスの幼児，隣のクラスの幼児，年長児，年少

児，担任保育者，担任保育者以外の大人との関わ

りの有無をチェックした。仮説を知らない大学生

によりランダムに選択した 名について同様のチ

ェックを行い 調査者との間の一致率を算出した

（κ 〜 。

結果と考察

それぞれの相手との関わった回数について２要

因（建替前後×夏・秋）の分散分析を行った。

同年齢との関わり 対象児と同じクラス，隣のク

ラスの幼児との関わりが見られた回数（

については，同じクラスの幼児との関わりに有意

な交互作用が見られ，新園舎においては秋よりも

夏の方が同じクラスの幼児との関わりが多いこと

がわかった。

異年齢との関わり 対象児と年長児，年少児との

関わりが見られた回数（ については，新

園舎の夏に年長児との関わりが多いことが示され

た。映像からも夏は年中時児が保育室前のプレイ

ルームで遊ぶ機会も多く，同じ空間で遊ぶ年長児

と関わる様子が多く見られた。

大人との関わり 対象児と担任保育者，担任保育

者以外の大人との関わりいついては ，担

任保育者は新園舎時の方が幼児との関わりが多く，

夏よりも秋に幼児との関わりが多かった。一方，

担任保育者以外の大人については，夏よりも秋の

方が幼児との関わりが多かった。新園舎の年中保

育室は園庭に向いていないため，目視での園児の

姿の確認が難しく，そのため担任保育者が幼児と

実際に関わることが多くなったことが考えられる。
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